




































































































































































































































































































































































・・・ ・ ・ ・
が発見されるまでは，航海をつづ
けねばならないと付言した」（10月10日，水曜日）。
「私はここで暇取っていないで，ともかくシパング
・・・ ・
の島に到着できるかど
うか行ってみたいと考えております」（10月13日，土曜日）（注いずれも岩波
文庫訳以下同じ）。
前者は，「新大陸」到着前の記録であり，後者は，到着後の記録です。シ
パングは，もちろん日本のことです。
またコロンがいかに黄金
・・
にこだわっていたかも『航海誌』から読みとる
ことができます。そのこだわりは驚くべきものです。
「私は丁重に振舞って，果して黄金
・ ・
があるかどうか知ろうと努めまし
た。･･････この島を南の方へ廻って行くと黄金
・・
で作った大盃や，多量の黄金
をもっている王が居ることを彼らの手真似から知ることができまし
た。･･････それで黄金
・・
や宝石を探しに南西に向うことにしたのであります」
（10月13日，土曜日）
10月13日とは，「インディアス」到着直後の記録で，「黄金」が繰り返し
記されています（傍点筆者）。
コロンは，奴隷にも関心があり，『航海誌』には，インディオと出会った
時のことがこう書き残されています。
「両陛下の御命令さえあれば，私は彼らの全員を捕えてカスティリャにお
送りすることもできれば，またこの島に全員をそのまま捕虜にしておくこと
もできるのであります」（10月14日，日曜日）
コロンはまた「クリストバル」の名にふさわしくインディオがすぐにキ
リスト教徒になると注目しています。
「私は，彼らは簡単にキリスト教徒になると思います」（10月12日，金曜
日）。
「私は，彼らはどんな宗教も持っていないと思います。彼らは物わかりが
非常に良いので，すぐにもキリスト教徒になるものと信じております」（10
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月16日，火曜日）。
「彼らは，唱えるようにと教えられたどんな祈りの言葉でもすぐに覚え，
十字を切ります。従って両陛下は，彼らをキリスト教徒にすることを決意さ
れるべきであります。私は，これに両陛下が取組まれるならば，短期間に多
数の民を我らの聖なる教えに改宗させることができましょうし」（11月12日，
月曜日）。
『航海誌』を読み進むと，「黄金」「キリスト教徒」の文字が特に目立ちま
す。それは同時に，コロンの関心がどこにあったかを裏付けると言えましょ
う。
ある研究者は，『航海誌』は，「奴隷と黄金とキリスト教のオンパレード
である」と指摘しています（荻内勝之，篠田有史『コロンブスの夢』新潮
社・1992年）。
とくに「黄金」は目につきます。また『航海誌』を一貫するのは，両陛
下カトリック両王に対する忠誠心です。
コロンの第１回航海は，1492年８月３日にはじまり1493年３月15日に
「成功」のうちに終ります。
第１回は，サンタ・マリア号，ピンタ号，ニーニャ号３隻と120人の乗組
員でした。しかし，コロンの航海の成功が伝えられると第２回航海への人々
の期待は高まります。
人々の期待に応えて第２回航海は，1493年９月25日から1496年６月11日
の約２年半でした。この航海には，17隻の船と2500人のスペイン人が参加し
ました。
本格的な植民地政策です。2500人の植民者の中には，レコンキスタの兵
士たちも多数含くまれていました。失業した兵士たちです。この構図は，明
治政府の北海道の植民政策であった屯田兵とも共通するものです。
16世紀ヨーロッパ中世と19世紀日本の近代ですが，根底を流れる統治思
想は共通します。スペインは，キリスト教と国内十字軍がその軸ですし，明
治政府は天皇制確立と失業した武士対策を軸に北海道の植民地政策つまりア
「過去を学べ」
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イヌ民族対策をすすめました。
第２回航海は，その出航に比較して成功したと言えません。「黄金」を夢
みた植民者たちの不満をかい、またスペイン人キリスト教徒とインディオの
間に数々の衝突が繰り返されました。コロンは衝突に十分対処することがで
きませんでした。この第２回航海時の失敗は，第３回航海（1498年５月30日
～1500年10月末）で決定的になります。コロンはインディオ統治の責任を問
われ提督の地位を追われます。拘束の身でスペインへ送り返されます。
ここに来て「サンタ・フェ協約」は，カトリック両王によって一方的に
破棄されます。
コロンに対する処遇は，スペイン社会への貢献度を考えるとき，きわめ
て非情と言えます。これもコロンの「新キリスト教徒」説とあるいは関係し
ているのではと考えます。
第２回航海は，コロンの提督解任の引き金になりましたが，一方，その
後の世界史を変えるようないくつかの要因にもなりました。
一つは，第２回航海にラス・カサスの父が参加したことです。父はその
貢献によりインディオを奴隷として連れて帰ります。そのインディオをみて，
ラス・カサスは植民者になることを夢みます。
1502年，失意のうちに第４回航海にコロンが出航した同じ年にラス・カ
サスは，新提督オバンドの率いる植民者の一人としてエスパニョラ島へ渡り
ます。この時，誰が12年後のラス・カサスを予見したでしょうか。
二つは，コロンは，往路，カナリヤ諸島に立ち寄り，砂糖の苗木を「新
世界」に持ち込みます。この苗木はやがて，「新世界」に大量のアフリカ人
が奴隷として送り込まれる要因となります。またアフリカ人を奴隷としてカ
リブ世界に送り込む動機を作り出したのは他ならずラス・カサスでした。こ
の件については後日紹介します。（未完）
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